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世とは違う感謝（使徒5:41-42）
　今、人それぞれ、いろいろな困難や苦しみがあり悩み事があると思います。それで皆、力を無くし心配に捕らわれて不安に陥っている方も少なくありません。その気持ちは十分理解できるし、その状況も理解できないわけではありません。しかし、クリスチャンとして人生のまことの勝利のためには、それにも関わらず、まことの感謝を回復しなければなりません。また、皆さんは本当の感謝を回復することができる方です。ですから、困難があるから、状況、環境が辛いから感謝は無理だと自分なりに決めつけないでいただきたいと願います。私たちは勝手に決めつけるという習慣がありますので、それが一つ問題ではないかと思います。
　今日の聖書の箇所の内容は、教会の指導者だった人々がイエス・キリストの福音を伝えるということで捕まっていて、拷問されることになりました。ムチで打たれることになりました。昔、ムチで打たれたということは、体の肉の部分も一緒に取られるようなものすごくひどい内容だったようです。そのように悪いこともしていないのにムチで打たれ、帰りに彼らが告白した内容です。そこで使徒たちは御名のためにはずかしめられるに値する者とされたことを、今このようにムチで打たれて大変な目に遭ったことを喜びながら、議会から出て帰ったとあります。それを喜んでいました。状況が辛いので、また困難な様々な事情があり、厳しい状況が終わっていないからといって、当たり前に感謝などは無理だという考え方は捨てていただきたいと願います。そう思っている限り、地球が終わるときまで本当の意味の感謝の主人公にはなれません。そうすると、その人の人生は表面的に豊かなのか貧しいかと関係なく、失敗に終わってしまうようになります。まことの感謝、この世とは全く次元が違う感謝、奪われることのない感謝こそ、もうすでに勝利であり残りの皆さんの人生を勝利へと導く原動力となります。他の要素や理由によって勝利と失敗が左右されるかのように思っていることは今日限りにしていただきたいと思います。どんな状況であれ、どんな理由があろうが、まことの感謝、この世とは違う感謝をしっかりと持っているクリスチャンであれば構わずに必ず勝利します。約束します。歴史の証拠であり、聖書の証拠でもあります。
　今日、年一回の収穫感謝礼拝としてともにささげています。今日のこの礼拝を通して、兄弟姉妹の皆さん、特に洗礼を受けた方々は、クリスチャンにのみあるまことの感謝、誰も奪い取ることのできない感謝をぜひ回復していただきたいと願います。それでだれが見ても格好いい、素敵だと思われるクリスチャンであってほしいと願います。

　

彼らは、なぜこのような感謝ができたのでしょうか。今、聖書に出ている彼らから感謝を奪うことができるのでしょうか。何をすれば、どのような状況を作れば、彼らから感謝がなくなるのでしょうか。逆にそちらの方が無理です。そちらの方が不可能です。彼らは刑務所に入れられても、家族が大変な目に遭っていても、持っている財産が全部奪われ、病気になって家も奪われ洞窟の中で生活をすることにもなりましたが、一度も感謝をなくしたことがありません。それこそが感謝なのです。皆さんは今、本当に日々、感謝していますか。感謝していなければ、なにゆえに感謝ができないのでしょうか。もしかしたら、何が感謝なのか、本当の感謝がいまだよく分かっていないから振り回されていることではないでしょうか。今日、ぜひどうすればこのような感謝を回復することができるのか知ってください。
　まず第1に、彼らの感謝、クリスチャンの感謝は、その感謝のベースがキリストによるまことの救いにあります。そうすると、このような感謝ができます。私たちは本当に振り返ってみると、みじめな人生を歩いて来ました。みじめというといろいろなイメージがあると思いますが、まことの神様がいるにもかかわらず、仏壇や神棚、木や石など、何か物にお辞儀をして人生を託してお願いをしたり、小銭を投げて拝礼をすると運がよくなるとか、そのような人生を歩いてきたのではないでしょうか。偶像崇拝の本当にみじめな人生を。一番尊い、神のかたちの人間なのにそのプライドなどは全部捨てて、被造物の前でお辞儀をするようなみじめな人生を送ってきました。ときには、「神などいません。私のこぶしを信じなさい。私が頑張れば、最善を尽くせばどうにかなる」という虫論者として生きてきたのではないでしょうか。それこそみじめな人生です。それにもかかわらず、そのようなみじめな人生を歩いていた私たちを哀れんで、その人生から引き上げて神を礼拝することができる者にしてくださったのではないでしょうか。これが救いというものです。

　それから、よくよく考えてみると、私たちの人生は罪にまみれて罪だらけだったのではないでしょうか。先ほど、聖餐式、洗礼式の中でもお話したように、言葉や考えること、行い、そのひとつひとつがすべて罪なのです。許されることのできない、そのままであれば裁かれて地獄に行くしかない罪を1個、2個ではなく、罪にまみれている存在ではなかったでしょうか。また、そのような人生を歩いてきたのではないでしょうか。そんな私のような罪人を神様は罰せられないで、ひとり子イエス・キリストのあがないによってそのすべての罪をきよめ赦されました。それを救いと言います。神様の一方的な愛と恵みによって。これが感謝のベースです。物事がうまく行くか行かないかによって感謝するわけではありません。感謝のベースが一体どこにあるのでしょうか。私たちは、そのような救いの神様の祝福によってすべての罪が赦され、また、罪によるどうにもならない裁きの人生、地獄の人生、滅びの運命に捕らわれている人生から完璧に解放されて縁が切れてしまうようになりました。それにとどまらないで、神の恵みによって救われた途端に、その過去とはさようならして全く新しい祝福の神の子どもに変えられることになりました。古いものは過ぎ去って、すべてが新しくなりました。ましてやみじめな罪人が赦されて、神に受け入れられただけでも感謝なのに、それにとどまらず、その創造主の神様を「アバ、父」と呼べるようになりました。「アバ、父」というのは、何の違和感も壁も隔たりもない、ダイレクトに通じる関係というものです。私たちのようなこんなちっぽけな、みじめな人間が聖なる神様を「アバ、父」と呼ぶ神の子どもにされました。これが救いです。どうして感謝できないでしょうか。

しかも、この祝福が永遠に変わらないものにするために、永遠のいのちの祝福を与えるために、神様自ら聖霊を通してこんなみじめな人間の内側に入って私とひとつになって、絶対に滅びることのないように内住することになりました。もう二度と、旧約のようにこの神の祝福が壊れたり奪われたり色褪せたり形が変わったりすることはないように、聖霊を通して内側に入ってともにおられるのが救いです。この救いは、皆さんがイエス・キリストを受け入れたその時から、今も健在であるし、これから何が起きても変わらないままずっと同じです。それが感謝のベースです。
ほとんどの人の感謝できない理由が何かというと、感謝のベースが物か愛情か環境か何か違うものにベースがあるからです。今日限り、ベースを変えてください。2部の礼拝でも申し上げますが、それが神様のみこころです。そうすると、勝利できます。当然なことでしょう。このような救いなので、皆さんがいつこの世を離れ、いつ死んでも天国に迎え入れられ、しかも歓迎されるように保証済みです。神様が判子を押されました。日本のタラッパンの教会には総会はありましたが、老会は地域別に昨年から始まったばかりで、まだ行政的にしっかりしていません。でも、韓国で神学校に通っている日本人の子どもが継続して勉強するためには所属の老会から許可書みたいなものを持ってこなくてはなりません。その書類の原案もないし、きちんとしていないので、書記の先生にとりあえず作ってくださいとお願いしました。すると、「まだ老会の判子がないので、先生の教会に似たようなものがあれば、漢字なので韓国の人は分からないでしょうから、それでも押しましょう」ということで、私の判子と両方が必要でした。判子ではなく、サインではだめなのかと考えたのですが、韓国でもそういう部分ではまだサインはだめみたいです。昔もサインはだめです。昔は判子です。昔は今のような朱肉による判子ではなく、焼印みたいなものです。それを神様がイエス・キリストを信じたと途端に、皆さんの魂に焼き印を押してしまったので消すこともできません。逃げようとしても、皆さんが志願して地獄に行こうとしても行けません。天国に行けるようにもう保証済みです。それが救いです。どんなつらい状況があって、どんな困難なことがあり、どんな失敗があろうが、どんな弱さがあろうが、これは変わりがありません。ですから、このことのゆえに感謝するのです。まず、根本的、基本的に感謝します。感謝をなくしてはいけません。
それから、もう一つの彼らの感謝の内容は、どうしてこれができたのかと言いますと、ベースがキリストによる救いなので、感謝の基準がいのちの福音とその福音が伝えられる伝道にありました。福音と伝道が感謝の基準であったがゆえに、彼らは喜んで感謝していました。この基準が変わらないと、何があっても感謝する、すべてに打ち勝って勝利できる感謝は中々、できません。だから、皆さんはたぶん、皆さんが悪いからではなく、勉強が足りないから、祈りが足りないからというよりは、感謝の基準が世の中の人と同じだと思うのです。だから、感謝したり、感謝が奪われたりと翻弄され、だまされているだけです。クリスチャンの感謝は、世の感謝と違います。だから、基準がうまく行くのか行かないのか、安定しているのか不安定なのかが基準ではなくて、福音なのか伝道なのかが基準です。なぜでしょうか。クリスチャンは目覚めました。世の中によいもの、必要なもの、欲しいもの、昔はそれに引っかかり左右されていた、右往左往していたいろいろなものがありますが、それと比べることができないほどに福音は最高の価値であり、福音宣教は絶対的な価値なのだということが分かったのです。そうではないでしょうか。もし、感謝に恵まれていない方々は、うっかりするとうまくいかないからではなくて、福音と伝道の価値が比べることのできない最高で絶対的な価値だということが、もしかして分かっていないかもしれません。それならば感謝どころか、人生すべてがそれに響いてフラフラするようになるしかありません。基準は福音と伝道です。それより価値あるものはありません。それが何回も申し上げましたように、旧約聖書の結論なのです。旧約の歴史を通して、神様が出しました結論、言いたい一言は何かというと、キリスト、イエスの福音が伝えられること以外に価値あるものはないということです。ほら、見たでしょう。今までの歴史を見たでしょう。ときには神様が奇跡を持って干渉されたにもかかわらず、人間はその奇跡によって変わりません。キリストの十字架のあがないしかありません。それを福音と言います。お金が軟調縁あっても人は救われません。人は変わりません。キリストのあがないの福音以外にはありません。この価値に目覚めたときに、パウロのように告白します。
今まで偉い、すごい、良いと言っていたすべてを、キリストのゆえにちりあくただと思うと。それほどの価値です。パウロはⅠコリント9：19-22を見ると、異邦人には異邦人のように、ユダヤ人にはユダヤ人のように、法のあるものにはあるもののように、ないものにはないもののように、黒人には黒人のように、白人に白人のように、セレブにはセレブのように、貧乏には貧乏のようにと。なぜでしょうか。それでひとりでも正しい福音を聞いて、本当のいのちの祝福に預かることに益となるのであればそちらを選ぶ、他は大切なものではないと、パウロは絶対的な伝道の価値が何か分かっていたのです。だから、皆さんに「何のために職場に行くのか、勉強、結婚などをするのですか。それを変えましょう」と言いますが、パウロにはいりません。パウロはもう当たり前なのです。生きるのも主のために、死ぬのも伝道のために。だから、仕事を選ぶのも伝道のために、辞めるのも伝道のためなのです。これが基準です。
イエス様はおっしゃいました。マタイ24：14に、世の中に患難、幸い、災難、災い、いろいろありますが、まだ終わりではない。この福音がすべての民族に宣べ伝えられて、つまり、伝道のわざがすべての世界に行われてから、世の終わりの日が来る。何が一番の中心であり価値なのか。皆さんは黙示録を読んだことがありますか。黙示録のテーマもそれです。クリスチャンにとって、迫害もあり、苦しいこともたくさんあり、世の中は大騒ぎで、ときには未信者の世界がより力をつけてクリスチャンを迫害したり、教会を無視するような状況がずっと続いていて、うっかりするとつまずくような状況があるにしてもだまされないように。なぜそうなのかというと、その中でもクリスチャンは絶対に勝利します。

それから、なぜこのような状況が続くのかというと、まだ世界福音化が成し遂げられていないからです。つまり、世界福音化が今、前進し続けている最中なので、そのためにいろいろなことがあります。伝道が最優先であり、最高の価値であるというのが黙示録です。これが基準です。つまり、福音と伝道に近いのか有利なのかそうでないかによって、感謝なのかそうでないかが決まる人は常に感謝できます。その結果、このようになります。感謝の対象は、すべてになります。なぜでしょうか。私のたちには良いこと悪いこと、辛いこと楽なこと、無視されたこと認められたこと、いろいろあるかもしれません。辛い環境、裕福な環境、いろいろあるかもしれません。でも、それは基準ではありません。福音と伝道が基準であれば、そのすべてを通して、まずクリスチャンの私たちが、より徹底的に福音の人になるように私たちを整えて変えるための材料なのです。ときには良いことを通して、ときには悪いことを通して、ときには辛い場面を通して、ときには認められることを通して。認められたからよい、感謝。無視されたからイライラするのではなく、基準がそれではありません。だから、ベースがしっかりしていないで、基準が変わっていないがゆえに感謝を全部奪われたのです。基準を変えてください。皆さんが感謝していない。それを通して、悪魔は皆さんを絶望に引き落とそうと試みにあわせようとしているのですが、実は神様はそれを通して、キリストにより近くなり、より昔の枠を全部壊して、昔の考え方から自由になって、昔の欲望や基準を全部捨てて福音の者になるように、よりキリスト、より福音となるように神様が働いていらっしゃる場面です。だから、感謝です。
　ある人が教会の中で頬を叩かれました。物理的に叩かれたのかどうかわかりませんが、とにかく嫌なことがありました。すると、3つの反応があります。一人はある意味、素直かもしれません。そのままお返しします。もう一人は、クリスチャンらしい人なので、「こんな人間もいるのだ。教会はいろいろな人間がいるのだな。我慢しよう。イエスの愛によって」と我慢するタイプがあります。ことを大袈裟にしないように。最後の一人の反応は、「叩かれた瞬間、自分自身を初めて正しく正直に見た」と告白しました。今まで、そのような経験がないときには、自分は悪いふざけている人間よりは偉い善良な人、まじめなまあまあな人間だと思っていたのに、実際に叩かれてみたら、内側から黒っぽいものが込み上げてくるのを感じて「私は本当に罪人なのだな。どうしようもない人間だ。私を叩いてしまったあの人間と私は同じだ。だから、キリストが十字架で死なれたのだね。私はキリストなしでは希望の無い、意味のないものだ」。今までもイエス・キリストを信じていました。でも、よりキリストが実際的になり、よりキリストに近づくようになり縛られるようになる。なぜでしょうか。伝道者になるためです。今まで、私たちを取り囲んでいた、正直に申し上げると刻印され染み込んでいた過去の様々なものがはがされていやされる過程です。「あの人にもだから、キリストが必要なのだね」とその人のために祈り、また、自分のためにも祈るようになったそうです。感謝なのではないでしょうか。「神様。私の頬を叩くものが教会にいてとても感謝です」。感謝できないものはありません。

なぜクリスチャンなのに感謝できないのでしょうか。基準が変わっていないだけです。より福音に近づけるものであればすべて感謝です。それが基準ですから。伝道に有利になる物であれば感謝です。でも、良く考えてみると、世の中に伝道に不利なものは存在しません。それを神の主権と言います。だから、これが分かっていれば、そして、謹んで気をしっかりしていれば、すべてが感謝です。私を伝道者に整える神様の御手です。福音がより福音になるように、福音が明らかになるように、福音が公けになるようにされる神様の御心であり、すべてが伝道のために動いているものです。迫害も伝道のために有利なものです。つまり、神様は神の契約、伝道において、どういうものにも状況にも誰にも止められません。そのすべてを全部利用して駅にすることができる方が、全能なる神様であり、それを神の主権と言いますし、その神様が世界福音化、伝道を中心にして、歴史と教会を動かしている主です。だから、感謝の対象はすべてです。これがこの世の感謝とは違う感謝です。
先ほどもパウロの話をしましたが、聖書の中で神様に用いられていた人の特徴でもあります。代表的なのでパウロの話がよく出ますが、パウロは伝道のために捕まって刑務所に入れられることになりました。その時に、外側の教会ではパウロのことを思い、パウロのために一生懸命、キリストを宣べ伝えるチームがいて、もう一つのチームは今までパウロが少し気に食わなかったチームでした。「昔、迫害していた者なのに。背も小さいし。パウロには目立つ病気もあるし」といろいろなことで、特に律法的だったのかもしれません。パウロはものすごく福音的なので何かが合わなかったかもしれません。パウロの霊的権威に抑えられていたのですが、パウロが刑務所に入った途端に「よし、今回が挽回のチャンスだ。パウロより私たちの方が偉いのだ」ということを見せつけるため、一生懸命、伝道しました。パウロはその噂を聞いて、こう言いました。「そういう理由でも、こういう理由でも、キリストが正しく宣べ伝えられることであれば、それで私は満足です。感謝ではないか」と。どっちでも感謝なのです。基準が福音と伝道なので。皆さんは感謝できますか。パウロは刑務所の中でこのように言いました。「私はお腹がすいたときでも、満腹のときでも、人に認められたときでも、捨てられたときでも、どういう状況においても、私は満足する秘訣を心得ている。私を強くしてくださる方にあって、できないことは何もない」。それはどういう意味でしょうか。貧乏でも、満腹でも、状況がよくても悪くても福音は変わらないし、福音宣教の神の契約には何の支障もないし、逆にそのすべてがそれにプラスになる秘訣が分かっているので、私を強くしてくださる方にあってすべてが感謝です。負けません。負けてひざまずくような状況、環境、状態は存在しません。常にすべてに感謝です。気に食わない旦那さんがいらっしゃるでしょうか。子どもが言うことをよく聞かないでしょうか。経済的に困っているでしょうか。それよいではありません。よく考えてみればすべてが感謝なのです。そのことによって皆さんはやっと人間になれるのです。福音と伝道に結論を出した者を人間と定義するときの人間です。本当はそれ以外には、人間ではありません。まともな人間ではありません。パウロはここまで言いました。自分の病気を持って、「私は自分の弱さを誇りに思う」と。弱さが感謝なのです。

皆さんにはどんな弱さがあるでしょうか。精神的な弱さ、肉体的な病気、他の人と比べたときに劣っている何か、年をとって気力がないでしょうか。すべてが感謝です。よく考えてください。だから、無理やり感謝しようとしないで、私はなにが感謝の基準なのか、あまりにも世の中の人と同じレベルで、神様の霊的世界がまるでないかのような感謝ではないでしょうか。そこを正すための神様の配慮であるということを覚えていて、じっくりと自分のベースは何であるのか考えてみてください。何があっても変わらないベースがあります。それから、感謝の基準は何なのかと問いかけつつ、そこを取り替えないといけません。そうすると、皆さんはいつの間にか何事にも感謝するような、つまり、悪魔が手を出すことができない、世界で最も強い人間になれます。その人の前でバンバンと門が開かれます。なにも恐れることもないし、不安になることもありません。何も競争するようなこともありません。妬む理由も何もありません。怖がる理由もありません。
早めに終わろうとしたのですが、ここまで延びたのは2部との間があまり空いていると、今日は2部が終わった後、食事会があります。皆が食事、食事となるので合わせました。それで皆さん、少し普段より遅くなるというのも感謝してください。すべて理由があります。
結論です。皆さん、今週1週間、皆さんが考えたときに一番、困難なことは何か考えてください。一番嫌なことは何でしょうか。そこから本当の感謝、この世とは違う感謝を具体的に、実際的に見つけるようにして見てください。そして、そうすれば、またその努力の中で、結果として何を体験するかと言いますと、皆さんが成熟していくことを体験するようになります。別の言葉で言うと、それがいやしです。また、神学的な言葉で言うと、聖化と言います。それを体験するようになるでしょう。それと同時に、暗やみの力が砕かれることを体験するようになります。必ず、砕かれないといけません。

そして、最後にそのようなことによって、まことの献身の人として方向をしっかりと定める結果になります。それを体験するようになるでしょう。何を通してでしょうか。本当の感謝を見つけて感謝するときについて来る結果です。この体験の祝福のときとなることを祈りたいと思います。
(祈り)

　愛する天の父なる神様、収穫感謝礼拝を通して、この世の感謝とはまったく次元の違う感謝を教えてくださり、何より兄弟姉妹がせっかくイエスの血によって救われた新しい神の子どもなのに、基準が変わっていないがゆえに、感謝の基準が世の中の人と同じであるがゆえに翻弄されていることに気づき、そこを徹底的に正す祝福を与えてください。それでまことの感謝によってその結果を味わい、伝道者としての勝利の人生を大胆に歩ませてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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